
１．はじめに

　近年，幼児期の教育のあり方については世界的に注目
を集めている。OECDのStarting strongの提言がなされ
てから久しく，既に報告書も第７巻まで出版されている
（OECD, 2023）。幼児期の教育はその後の人生を左右す
ると言っても過言ではない。幼い子どもへの対応に関す
る考え方は社会的，文化的要因に影響を受けることは言
うまでもない。それぞれの国や地域で目指していること
は同様であっても，その方法には違いが見られる。他国
の教育内容や方法を調査することで，そこから得られる
結果を基に我が国の教育のあり方を見直すことは重要で
ある。これまでに，幼児教育・保育の近年の国際的動向
についての論考はあるが（浜野，2021），数学教育に特
化して報告されているものは見当たらない。そこで，本

研究では，幼児期からの数学（わが国で用いている「算
数」の内容は「初等数学」の内容に相当することから，
本稿では，「数学」を用いる）教育に注目し，特に，自
立して生きていくことを教育の目的としているスウェー
デンにおける幼児期の数学教育の現状を概観し，その特
徴を示していく。

２．スウェーデンの幼児期数学教育

2.1　スウェーデンの保育と教育
　北欧の国，スウェーデンは教育熱心な国としても知ら
れている。子どもの教育は国全体で行うという立場を
採っている。特に，スウェーデンの保育の質の高さには
定評がある（e.g., Sheridan et al, 2011; Björklund et al., 
2016）。これまでに，スウェーデンの保育や幼児期の数
学教育については多数の研究成果が示されている（e.g., 
Meaney et al., 2016），このようなスウェーデンにおけ
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る保育が目指すことは「社会で自立して生きていくこと
ができる子どもを育てる」ことだと言われている。その
ため，保育では，以下の４つの能力を育むことを重視し
ている（Skolverket, 2018）。第一に，友達と協力したり，
意見を交換したりする能力「社会性」である。第二に，
新しいアイデアを生み出す能力「創造性」である。第三
に，困難な状況でも，自ら解決策を見つける能力「問題
解決能力」である。第四に，自ら考え，行動する能力「自
立心」である。保育の段階から創造性の育成を重要視し
ていることに我が国と著しい違いがあることが分かる。
子どもであっても一人の人間として認めており，それぞ
れの発達段階で行うことができることを超え，実施可能
であれば挑戦できるようにする環境を整えておくように
しているのだと考えられる。
　また，就学後の学校教育段階では，芸術，英語，家庭
と消費者の研究，保健体育，数学，現代語，母国語，音
楽，生物，物理，化学，地学，歴史，宗教，市民学，
Sami，工芸，スウェーデン語，第二言語としてのスウェー
デン語，手まね言語，テクノロジーのように多岐に渡る
教科が設定されている（Skolverket, 2018）。全体を通し
て特徴的なことは成人になって困難なく生きていけるよ
うに，家庭と消費者の研究や市民学等が取り入れられて
いることである。また，社会性を重要視していることか
ら，言語やコミュニケーションに関する教科も複数設定
されていることが分かる。そのため，文化や民族等の社
会的な要請も含め，社会生活を営むことを念頭において
カリキュラムが設定されているように捉えられる。さら
に，義務教育のシラバスでは，各教科において，その目
的，主な内容（１―３学年，４―６学年，７―９学年）が
領域別に示され，加えて，３学年，６学年，９学年まで
に必要な知識が，５段階で示されている。このように，
カリキュラムは３年間の区切りで設定され，その終わり
にまでに育成が求められる内容を習得できるようにする
ことが目指されている。ここでは，出合いの機会を多く
し，長期間かけて達成できるやや高次な目標が設定され
ていることが分かる。特に，第一のターム，１―３学年
においては，３学年の終わりまでに受け入れ可能な知識
のための要件が示されており，これらが０学年（プレス
クール）から３学年までの間に育成が求められる内容に
相当する。

2.2　スウェーデンの数学教育
　ここからは，数学教育に焦点を当ててスウェーデンの
教育を概観する。義務教育学校，プレスクールクラスお
よび学齢期におけるエデュケア（日本における特別支援
教育に相当する）のカリキュラムにおける数学を教授
（teaching）する意義については，次のように述べられ
ている（Skolverket, 2018）。「数学は，何千年もの歴史
を遡り，多くの文化的貢献をしてきている。数学は実用
的な必要性からだけでなく，人間の好奇心と，数学を探
究し，拡張すること自体を目的とする欲求の結果として
発展してきた。数学は本質的に創造的で，反省的で，問
題解決的な活動であり，社会（対人関係），社会（グルー
プや組織），技術，デジタルの発展と密接に関連している。
数学の知識は，人々に日常生活で直面する多くの選択に

おいて情報に基づいた決定を下すための前提条件を与え，
社会における意思決定プロセスに参加する機会を増や
す。」ここでは，数学が実用的な価値だけでなく文化的
な価値をもち，数学の知識は広く社会生活を営むために
必要不可欠なものであると述べられている。さらに，社
会における意思決定プロセスに参加する前提条件として
位置付けられていることも読み取れる。このように，数
学は人間が社会の中で生きていく上で必要不可欠である
と捉えられていることが分かる。
　また，数学教授の目的については以下のように述べら
れている（Skolverket, 2018）。「数学の教授は，生徒が
数学の知識を身に付け，日常や様々な教科で数学を使用
するのを支援することを目標とする必要がある。この教
授は，生徒に数学への興味をもたせ，様々な状況で自信
をもって数学を使用することができるように支援する必
要がある。また，数学のパターン，図形や関係における
本質的な価値を体験する機会を生徒に提供する必要があ
る。」「この教授は，生徒が問題を定式化して解決するた
めの知識を養うこと，また，選択されたストラテジー，
方法，モデル，および結果について熟考し評価すること
を支援するものである。生徒はまた，日常と数学の事象
を相互に翻訳したり，数学的表現形式を使用して事象を
記述および定式化したりできるようにするための知識を
養う前提条件を与えられなくてはならない。」ここでは，
数学の知識を身に付け，数学を使うことを必須とし，生
徒が数学への興味をもって，数学を使う能力に自信をも
てるようにすることを挙げている。加えて，数学の本質
的な価値を体験する機会の提供，問題を定式化して解決
する知識，選択されたストラテジー，方法，モデル，お
よび結果についての熟考と評価，数学的表現形式による
記述および定式化できる知識の前提条件を身に付けるこ
とが示されている。数学的内容よりそれを使ってよりよ
く考えていくことの重要性が強く示されていることが読
み取れる。
　また，この教授を通じてすべきことを以下のように挙
げている。「この教授を通じて，生徒は基本的な数学的
概念と方法，およびその有用性に精通するための前提条
件を与えられなければならない。さらに，教授を通じて，
生徒はデジタルツールとプログラミングを使用して問題
と数学的概念を探究し，計算を行い，データを提示し解
釈するための知識を身に付ける機会を与えられなければ
ならない。この教授は，生徒が論理的に議論し，数学的
推論を適用する能力を養うのを支援しなければならない。
生徒は教授を通じて，数学的表現形式に精通し，日常生
活と数学の文脈で数学についてコミュニケーションする
ために使用する方法を学ぶ機会を与えられなければなら
ない。この教授では，数学の重要な概念や方法が開発さ
れた歴史的背景についての知識を身に付ける機会を生徒
に与える必要がある。この教授を通じて，生徒は数学の
重要性，日常生活，他教科，歴史的プロセスにおける数
学の使用と限界について考える機会をも与えられる必要
があり，その結果，数学を使う文脈や関連性を理解する
ことができるようになる。」ここでは，数学の有用性と
限界を知り，使うための前提条件や使う方法の知識の獲
得，数学的推論の適用，数学的表現形式を使用したコミュ
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ニケーション，歴史的背景についての知識を獲得する機
会を提供することの必要性が示されている。このように，
数学教授の内容として，数学を使って行動するための可
能性とその方法等が明示されていることが分かる。
　最終的には，数学教授を次のような生徒の能力を伸ば
す機会にする必要があると述べられている。「数学を使
用して問題を定式化して解決し，選択されたストラテ
ジーと方法を評価する」「数学的概念とその相互関係を
使用し，分析する」「適切な数学的方法を選択して使用し，
計算を実行し，日常的なタスクを解決する」「数学的推
論を適用したり行ったりする」「数学的表現形式を使用
して，議論したり，推論したりし，質問，計算，結論に
ついて説明する」これらの記述から，数学の内容の習得
が前提となっているのだろうが，数学の内容自体より，
数学を使っていく場面で行う活動に重点が置かれている
ことが読み取れる。以上のことから，数学を学び，使え
るようにすることが数学を教授する目的であるとし，数
学がカリキュラムに位置付けられていることが推察でき
る。

2.3　スウェーデンのプレスクールにおける数学教育
　スウェーデンでは，プレスクールが小学校入学前の０
学年として設定されている。子どもたちは幼稚園を修了
し，プレスクールに通う。就学前教育の目標は次の通り
である（Skolverket, 2018）。ここでは，原文に従い，プ
レスクールに通う子どもを生徒として述べておく。「就
学前クラスの教育プログラムは，生徒の全般的な発達と
学習を刺激することを目的とすべきである。教育プログ
ラムは，生徒のニーズと興味，および生徒がこれまでに
得た知識と経験を踏まえていなければならないが，生徒
に新しい発見を促し，新しい知識を習得するように刺激
することで，生徒が継続的に挑戦できるようにする必要
がある。教育プログラムは，生徒が就学前教育から義務
教育および学齢期の教育への移行を容易にするために，
生徒に様々な作業と表現の方法を提供し，様々な学習環
境に触れる機会を提供する必要がある。したがって，プ
レスクールのクラスの教育プログラムは，生徒の発達と
学習の継続と進歩に貢献するとともに，生徒を継続的な
教育に備えさせる必要がある。」ここでは，プレスクー
ルの教育が就学後の教育への準備期間に当たるが，単に
興味関心を高めることに留まらず，学習の場面に出合い，
学習に取り組むための土台を育成しようとしていること
が分かる。
　特に，プレスクールの数学教育については以下のよう
に記述されている。「教育プログラムは，生徒の好奇心
を生かし，数学への興味を育み，様々な状況で数学がど
のように活用できるかを理解する機会を提供する必要が
ある。したがって，生徒は，数学の概念と推論を使用し
て，様々な方法と様々な表現形式でコミュニケーション
し，問題を解決し，周囲の世界を調査して説明するよう
に挑戦し，刺激を受ける必要がある。」このことから，
幼児期で目指されている数学の内容は主として数学的推
論と表現形式であることが分かる。そのため，０学年で
の数学の内容は，以下の３点となっている。「問題や問
題を解決する様々な方法を探究し考察するための簡単な

数学的推論」「自然数とその性質，およびそれらを数値
と順序を示すために使用する方法。数や量の全体と一部」
「空間，位置，形状，方向，パターン，時間，変化を探
究し説明するための数学的概念と様々な表現形式」であ
る。詳細な内容は明らかではないが，これらの内容はわ
が国で言えば，小学校第１，２学年程度までの内容と重
なるところがある。１点目の推論は問題解決過程を通し
て培うことになるが，探究や考察という思考活動を充実
させる内容である。２点目は，自然数に関することで，
概念と性質，読み方，書き方，唱え方，数え方，集合数
と順序数，全体と部分に関する関係（演算としての加法
や減法までは目指していないが，概念としては導入され
ている）である。３点目は，図形や空間，位置や方向と
いう幾何学的内容，パターン，時間，変化について考え
説明し，表現することまでが含まれている。３点目の内
容は図形や量，数量関係，パターンと多岐に渡っている。
就学前に既にこれらの内容を取り扱っているが，この段
階で全てを理解し，できるようにしようと考えているわ
けではない。その内容との出合いを大切にしており，多
くの場合，この内容は３学年までに分かる，できるよう
になることが目指されている。これは３学年における統
一テストがあり，それまでに分かる，できるようになっ
ておくことを狙っているからである。３学年までに各自
がそれぞれのペースで分かる，できるようにしていくこ
とになる。
　また，子どもたちは０学年で診断テストを受け，それに
より，就学後どのような教育（特別支援が必要かどうか等）
を受けるかを，担任教師，特別支援教師，保護者の間で
検討して決定していくことになっている。何か問題があれ
ば，特別支援教育担当の教師と相談して，今後の対策を
立てることになる。その診断テストの内容としては，以下
の４領域が取り上げられている。数と計算，（砂場で）測定，
遊びにおける位置関係（spatial orientation），パターンの
領域である。

2.4　スウェーデンにおける１―３学年の数学教育
　2.3で述べたプレスクールの数学教育の内容は３学年
までに分かる，できるようにする内容であることから，
ここでは，３学年までに目指す内容を概観しよう。「数
の理解と使用」「代数」「幾何」「確率と統計」「関係と変
化」「問題解決」に分けられ，それぞれの内容が以下の
ように示されている。
数の理解とその使用
・ 自然数とその性質，数を分割する方法，および数を使

用して大きさと順序を示す方法。
・ 位置システム（数の表し方）を使用して自然数を説明

する方法。数字と，その歴史的で文化的に異なる表し
方の変遷。

・ 全体に対する部分と数の部分。部分に名前を付けて単
純な分数として表現する方法，および簡単な分数と自
然数とを関係づける方法。

・自然数と簡単な分数，および日常的な状況での使用。
・ ４つの演算の特性，それらの関係，および様々な状況

での使用。
・ 暗算と概算の計算，および筆算とデジタルツールを使
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用した計算で自然数を使用する主な計算方法。様々な
状況での方法の使用。

・単純な計算と推定を使用する際の妥当性の評価。
代数
・数学的同値と等号の重要性。
・ 数列の簡単なパターンと簡単な幾何学的形状の構成，

記述，および表現方法。
・ プログラミングの基礎としての，明確でステップバイ

ステップの指示の構築，記述および実施方法。ステッ
プバイステップの指示における記号の使用。

幾何
・ 点，線，距離，四辺形，三角形，円，球，円錐，円柱，

直方体などの基本的な幾何学的対象とそれらの関係。
これらの基本的な幾何学的特性。

・ 幾何学的対象の構成。単純な拡大と縮小のためのスケー
ル。

・空間における対象の位置を表す一般的な用語。
・ 対称性。たとえば，絵や自然物における対称性，およ

び対称性の構成方法。
・ 数学的な量の比較と見積もり。一般的な現代の，およ

び古い測定単位による長さ，質量，体積，時間の測定。
確率と統計
・実験やゲームにおけるランダムなイベント。
・ 簡単な表と図，およびそれらを使用してデータを分類

し，デジタルツールの有無にかかわらず簡単な調査の
結果を説明する方法。

関係と変化
・２倍と半分を含む様々な比例関係。
問題解決
・ 単純な場面での数学的な問題解決のためのストラテ

ジー。
・単純な日常場面で出合う問題の数学的定式化。
　また，以下のように，３学年の終わりまで身に付けな
ければならない知識の要件が示されている。「生徒は，
問題のタイプに相応しいストラテジーを選択して適用す
ることにより，身近な状況で単純な問題を解決できる。
生徒はアプローチを説明し，結果の妥当性について簡単
な評価を行う。生徒は数学的概念に関する基本的な知識
を持っており，一般的に繰り返される状況の中で基本的
に機能的な方法でそれらを使用することで知識を保持す
る。生徒は，記号と具体的な材料または図を使用して概
念の特性を説明できる。生徒はいくつかの概念が互いに
どのように関連しているかの例を挙げることができる。
生徒は自然数に関する基本的な知識を持ち，数の相互関
係を説明したり，整数を分割したりすることで自然数を
示すことができる。生徒は，整数を異なる部分に分割し，
その部分を単純な分数として比較したり名前を付けたり
することで，分数としての数に関する基本的な知識を示
す。さらに，生徒は基本的な幾何学的概念と一般的な位
置の用語を使用して，幾何学的図形の特性，物体，その
位置，関係を説明できる。また，生徒は，慣れ親しんだ
状況で，単純な比例関係の例を挙げて提供することもで
きる。生徒は，状況に合わせてある程度調整しながら，
基本的に機能的な数学的方法を選択して使用し，自然数
で簡単な計算を行い，簡単なルーティンなタスクを満足

のいく結果となるように解決できる。生徒は，数と答え
が０～20の範囲にある場合，暗算を使用して４つの演算
を使用して計算を実行でき，また，より大きな値の範囲
における単純な数の計算にも使用できる。加法と減法に
ついては，生徒は，数と答えが０～200の整数範囲内に
ある場合，満足のいく結果で記述式計算方法を選択して
使用できる。生徒は，単純な数学的類似性を処理でき，
等号を機能的に使用できる。生徒は，指示に基づいて，
単純な幾何学的対象を再現して構成することもできる。
生徒は，長さ，質量，体積，時間の簡単な測定，比較，
推定を行うことができ，一般的な測定単位を使用して結
果を表現できる。生徒は，基本的に機能的な方法でアプ
ローチを説明して議論し，具体的な物，図，記号，その
他の数学的表現形式を状況に合わせて調整して使用でき
る。さらに，身近な状況でのさまざまな種類の研究につ
いて，生徒は簡単な表や図をよみ，作成して，結果を分
類して報告できる。生徒は，基本的に主題に関連する質
問をしたり答えたりすることで，方法や計算方法を選択
するために，また，結果の妥当性，ランダムなイベント，
幾何学的パターン，数列のパターンに対して，数学的推
論を適用して行うことができる。」
　このように，３学年の終わりまでに何がどのようにで
きるようになってなければならないかという姿が明示さ
れている。しかしながら，それまでにどのようなプロセ
スで教授するのかについては示されていないことから，
教師の裁量の割合が大きいことが分かる。３学年までと
いう長期間に亘り教師が個に応じて対応していくという
個別最適な学びを実現していることが窺える。その結果
を次の教育へどのように繋げていくかについては明示さ
れておらず，これも教師の裁量に任されているのではな
いかと推察できる。

３．幼児期数学教育におけるPCK

　本稿では，中和ら（2019）が整理した保育者の算数に
関連する専門的職能成長の枠組みの一部を援用し，保育
者と教師に対するインタビューの結果を分析していく。
具体的には，理論的枠組みの中から，教授学的知識（PCK：
Pedagogical Content Knowledge，以下PCKとする）に
関する内容を取り上げる。これまでに，各教科に特有な
教師が持つべき能力について多く議論がなされてきた
（e.g., Shulman, 1986; Ball, et al., 2008）。特に，教師の
教科特有の専門的知識の認知的側面と状況的側面に注目
して研究がなされてきたが（Döhrmann et al., 2012；新井，
2017），本稿では，前者の認知的側面に分類される教師
のPCKを取り上げる。保育者・教員養成段階で数学に関
わる知識や経験を保育者たちが獲得する機会は少ない。
そのため，幼児期数学教育を構想する上で，数学特有の
知識が必要不可欠になることを考慮し，保育者の認知的
側面におけるPCKを捉える（中和ら，2019）。ただし，
先行研究が指摘するように，PCKの概念モデルが，教授
する際に教師が適用していると考えられる他の知識形態
とPCKとを明確に区別することが難しく，モデル自体が
正確性に欠けていることが限界の一つであると言えよう
（e.g., Gess-Newsome, 1999; Hultén et al., 2016）。
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　PCKに関しては，Ball et al.（2008）によれば，教授
のための数学的知識（MKT：Mathematical Knowledge 
for Teaching）は教科の専門知識（SMK：Subject Mat-
ter Knowledge）とPCKに二分されているという。幼児
期数学教育の実現を目指すにあたり，数学に関連する知
識が必要になるが，保育者の多くは教科の専門的知識を
意識していないことが多く，彼らの知識を調べるために，
MKTの主要要素のPCKに注目して幼児期の数学教育を
捉えていく。特に，幼児期数学教育を扱っているPCK
研究の中で，Lee（2017）が，Ball（2008）の概念的枠
組みは必ずしも就学前数学教育に該当せず，再構築の必
要があると述べ，保育者のPCKは⑴幼児がいる数学的
な状況に気づくこと（Noticing），⑵幼児の数学的活動
の本質を解釈すること（Interpreting），⑶幼児の数学
的思考や理解を高めることと定めている。しかしながら，
Leeの挙げた３点の根拠は確認できていない。そのため，
以下のように捉え直しておく。なお，PCKには内容と
生徒に関する知識（Knowledge of Content and Stu-
dents：KCS），内容と教授に関する知識（Knowledge 
of Content and Teaching：KCT），内容とカリキュラム
に関する知識（Knowledge of Content and Curricu-
lum：KCC）の３つがあり，それぞれ就学後の教育段階
において，定義されている（Ball, et al., 2008）。これら
を幼児期数学教育に対応するように捉えていく。
　Ball, et al.（2008）によれば，KCSは生徒と数学につい
ての知識とされる。就学前教育では幼児の現状や発達段
階を踏まえた上で，幼児の現況に合った数学に関連した
遊びや学習を考案したり，彼らの数学に関する発達を理
解したりする知識だと考えられる。また，KCTは教授と
数学についての知識とされることから，幼児期数学教育
では教え込むことよりも，数学を体験できる環境や教材
を設定することが求められているため，教材にはどのよう
な数学的内容を当てはめるかを検討し設定する能力がこ
れに当たる。特に，本稿では，教授と数学についての知
識を，内容的側面（KCT-C）と方法的側面（KCT-M）と
に分けておく。これにより，教師の知識が教授する内容
か方法かどちらについての知識であるかも明らかにでき
るからである。また，KCCは数学とカリキュラムについ
ての知識であるが，接続期に配慮し，幼児期での環境や
教材がどのように小学校以降の数学学習に関連付けられ
るか，幼児期での教育全体での連続した数学の学びをど
のように設定するかの両方の知識が求められていること
から，KCCをより細分化し，KCC for primary level
（KCC-P）とKCC for kindergarten（KCC-K）として設
定する（中和ら，2019）。
　以上のように，幼児期の数学教育に関わる教師や保育
者のPCKはKCT-C，KCT-M，KCC-P，KCC-K，KCSと
分類できる。これらの視点からインタビュー結果を分析
し，スウェーデンの幼児期数学教育の現状を解明する。

４．観察とインタビューおよび分析方法

　本研究では，スウェーデンのボルナスのプレスクール，
イェーブレの幼稚園二園を訪問し，保育の活動を観察し，
また，教師・保育者にインタビューを実施した。ボルナ

スのプレスクールは小学校内の敷地に位置して，０年生
が所属していた。毎年１回行われる診断テストが実施さ
れていたことから，その様子を観察し，インタビューを
実施した。今回のデータは観察やインタビュー（通訳）
の結果，また，スウェーデン語の記録を翻訳したもので
ある。また，イェーブレの幼稚園のうち一園（私立）は
年長児が少なく，８月から始まった新学年にも関わらず，
冬以降に実施するプレスクール入学準備のための数学指
導を模擬的に実施してくれたため，その指導の実際を観
察した。他の一園（公立）は総園児数100名を超える１
から５歳までの園児が所属している幼稚園であり，その
うちの年長児２クラスのうちの20名１クラスを観察し，
さらに，年長児が園庭で年少児等と遊んでいる姿を観察
した。いずれも観察中や観察後に保育者に対してインタ
ビューを実施した。プレスクールや幼稚園では園児が含
まれる様子の写真や動画の撮影は許可が得られず，園児
が含まれない写真と，観察や聞き取りに基づく筆記の記
録が根拠資料となっている。
　また，分析の方法としては，数学教育の内容，教育を
する主体である教師・保育者の教授と子どもに対する対
応の仕方に焦点を当てる。観察結果の記述から解釈でき
ることを示し，また，３で述べたように，PCKの下位
概念である，KCT-C，KCT-M，KCC-P，KCC-K，KCS
を用いて保育者や教師のインタビュー結果を分析し，ス
ウェーデンの幼児期数学教育の現状とその特徴を示す。

５．結果と考察

5.1�　ボルナス（Bollnäs）のプレスクールにおける観察
とインタビュー

　観察当日は０年生が毎年１回行われることになってい
る，スウェーデン国立教育庁のマップ作成（診断テスト
による）が実施されていた。マッピングはいくつかの異
なる段階で構成されており，今回のものはこれらの段階
の１つに当たる。アセスメントの方法が詳しく書かれて
いるインストラクションに従って，テストが行われてい
た（Skolverket, 2022）。特に，平等なアセスメントをす
ることを目指していることから手引書に従って慎重に実
施されていた。結果は，性別や出身地などを考慮せずに
分析される。子どもに何か問題があれば，特別支援教育
担当の教師と相談して，今後の対策を立てることになる。
この結果については国が集約するが，全国教育委員会か
らそのフィードバックは学校や教師には送られないそう
である。しかしながら，結果は学校に送られてくるため，
内部で結果を比較することはできるという。診断テスト
の内容は，数と計算，（砂場で）測定，遊びにおける位
置関係（spatial orientation），パターンの４つの領域か
ら構成されていた。特に，遊びにおける位置関係につい
ては，図１を見せて，どこから見ると，図２のように見
えるかを考えさせる問題等が取り上げられている。
　実際に観察した診断テストの問題の内容は数と計算に
ついてのものであり（図３），以下のように実施されて
いた。４名１グループで診断テストが行われていた。子
どもはまずサイコロを振り，サイコロの出た目の数に相
当するカードを，カードを置くためのマスに置く。また，
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そのマスに配置した数に対応する分だけの数の石を並べ
る。次に，サイコロを振って出た目より「１多い」また
は「１少ない」数を言う。続いて，石の数を数える。さ
らに，子どもは数えずに見て，どの子どもが最も多くの
石を持っているかを判断する。子どもは，カードを置く
ためのマス上で自分が他の子どもと同じ数だけを持って
いることを見て，同じ数の石を持っていることを理解す
る。加えて，どの子どもが最も多くの石を持っているか
を実際に見つけるという課題に対して，ある子どもがみ
んなの石を数えてみようと提案する。彼らは自分が持っ
ている石の数を黙って数える。全員が自分の持っている
石の数を報告し，誰が最も多くの石を持っているかを答
える。その後，カードを置くためのマス上にある３つの
数を取り出し，大きい順に並べる。次のステップでは，
子どもは６つの数をすべて取り出し，大きさの順に並べ
る。個々に，２の後に来る数は何かという問いに答える。
あるいは，４の前に来る数は何か等。続いて，６枚から
１枚のカードを抜いて５枚のカードを見せ，隠された
カードを当てる質問をする。一人一人順番に質問してい
く。このように，数と計算の内容と言っても，１つずつ
数を数えるとか，足し算や引き算を行うような活動では
なく，子どもが一つずつ数えても，サビタイジングして
も，計算してもよいように方法は個人に委ねられており，
その時点で使える方法で答えを求め，それを確認してい
た。４名で実施することで，子どもは他の子どもを気に
したり，子ども同士の調整が必要となったりすることも
あるが，平等性が重視されていた。
　以下は，インタビューでの回答である。０学年の教師
は小学校の教師ではなく，幼稚園の保育者である。今回
の担当教師は勤務27年目と20年目の２名のベテラン教師
であった。子どもを教えるときには，はっきり分かるこ
と，明確なインストラクションを心がけ，詰め込みをし
ないようにし，また，感覚を大切にしているという。と
りわけ，子どもに数学を教えるときに留意していること
は，はっきり分かること，明確なインストラクション，
詰め込みでなく，感覚を使って分かるようにしているこ
とだと述べていた。他に，具体物を使って，具体化する
こともあるという。自分たちが行うすべてのことに数学

が含まれているということを子どもが理解できるように
すると説明されていた。一人一人の知識のレベルが異な
ることから，対応が難しいが，みんなが分かるようにし
ている。例えば，ネックレスを作ったり，お互いの服を
観察したりして，パターンを学んでいく。また，１つの
ことに長時間を費やしたり，復習をしたりするという。
これはプレスクールの数学の教科書に何度も繰り返して
同様な内容が含まれていることからも分かる。例えば，
はめ込み図形の問題が複数ページにまたがっており，
徐々に難しくなるように，スパイラルに出題されていた。
特に，重点を置いている分野はなく，年間スケジュール
があり，現在はパターンに取り組んでいると言われてい
た。週ごとに内容を決めているそうである。秋にパター
ンから始まり，春に向けて量とお金の内容が加わる。内
容としては上学年で必要な内容に集中して指導するとい
う。３学年にナショナルテストがあることから，それを
目指して足りない部分に，１年を通して取り組んでいく
ようにしている。
　数学を教えるときに，難しいと感じることはその基礎
を教えることであり，年齢に相応しいように教えなけれ
ばならず，言葉が分からない子どもには身振りや手振り
を使って分かるようにしている。言葉の問題が大きく影

図３　数と計算のテストのための教材

図１　位置関係テストにおける問題図 図２　場面図
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響する。さらに，数学の授業を通して，子どもに学んで
ほしいことは，好奇心をもつこと，分かること，ハッピー
になること，飽きないこと，料理にも関係することなど
であるという。子どもは多様であり，学びが困難である
子，学ぶことにポジティブでない子，簡単すぎて面白く
ないと思う子もおり，バランスが難しいが，それぞれの
子どもに合わせるようにしている。また，真似でなく，
確実に分かっているかを確かめないといけないと言われ
ていた。さらに，子どものストレスのことも考えている
という。

5.2�　イェーブレ（Gävle）のＡ幼稚園における観察とイ
ンタビュー

　Ａ幼稚園は小さな幼稚園で，年長児は観察時に参加し
ていた３名の子どもと次週から出席する１名を加えて４
名だけであるという。これから，入学準備をさせること
になり，１月から数学も教えるという。数学の指導は週
に１回程度行われ，その他に，言葉などの指導もあるが，
実際は１月から６月に行われる。内容は数の他に，パター
ン，図形，円柱，球，時計等であるという。診断テスト
にある，ものの見え方や位置関係については特に扱わな
いそうである。普段の基本的な活動は自由に遊ばせるこ
とと，問題解決をすることだそうである。手伝う時もあ
るが，たいてい遊ばせてそこから見取る。２～５歳児で
は，異なる内容を扱うことになるが，一緒に活動すると
きは，みんなができるものを選ぶ。春ターム（１―６月）
の入学準備は年長だけですることもある。
　以下はインタビューの結果である。対象は５歳児の担
当保育者である。６年間働いているが，保育士の資格は
なく，経験から学んでいるという保育者である。６年前
に保育者が不足しているということで雇われ，働くよう
になった。この園では２年間働いている。自分は教育を
受けていないので，同僚に聞いて学んでいるが，すぐに
周りの先生方から学べることがよいと説明されていた。
　幼稚園には教師と，その他に資格がない世話人も所属
している。業務は微妙に違うが，幼稚園教師が責任を持
つことになっている。教師でない人であってもアイデア
は反映させられる。３人の教師で18人の子どもを担当し
ている。朝の会議で分からないこと等を聞いて確認する。
親への面談も行うこともあるという。
　普段の生活中で数学には着目させているという。子ど
もたちには自分ができることをさせたいと思っている。
特に，難しいと思うところはない。子どもが楽しいと思
えば，うまくいっていると思っている。
　８月の最終日に実施されたEducation day （先生のた
め）に参加した。厳しい環境にいる子どもたちやデジタ
ルの世界（iPadを使って自分で選んでワークシートに取
り組むなど）について学んだ。特に数学教授についての
研修に参加したことはないという。
　この幼稚園では，資格のない保育者が担当していたが，
特に問題は起きていないようである。模擬的な数学教授
を見せてくれたが，教材をそのまま教えているようで
あった。特に工夫のある場面は見受けられなかった。

5.3�　イェーブレのＢ幼稚園における観察１とインタ
ビュー

　Ｂ幼稚園はＡ幼稚園とは異なり，大規模である。４，
５歳児の２グループ44名，各グループ２名の教師が担当
している。１―３歳児については４グループ59名で，各
グループ３名の教師が年齢混合クラスを担当している。
園内では教師同士の会議をよくしているが，研修は特に
実施していない。動画を見たり，別の町の教師と交流し
たりすることはあるという。
　室内の子どものロッカーには自分で書いた絵が貼って
あり，名前が書いてあった。０学年の診断テストの準備
については特に実施していないということであった。朝
の会が始まる前には自由遊びの中で，ビーズ飾りづくり
をしている子どもがいた。片付け方の指導も行われていた。
　朝の会では，手遊び歌から始まり，今日は何人の人が
出席しているかを尋ねていた。昨日は何曜日で，今日は
何曜日かと，前後の関連曜日を確認して，火曜日だと認
めていた。さらに，出席確認が行われていた。一人一人
の名前を呼んで挙手させていた。順番に挙手させ，自分
が何番目であるかを確認していた。最終的には，今日は
何人が出席か，昨日との違いはどうかとも尋ねていた。
このように，この会の中で数学も学べるようにしていた。
また，今日の天気の確認も行っていた。
　その後，６名がプロジェクトに参加し室内で過ごすこ
とになった。他の子どもたちは外に出て遊ぶ。着替えを
して外に出るので，何を着れば良いか尋ねられていた。
着替えを時間差で行うことから，待っている間は歌って
遊ぶ。歌に合わせて身体を使った活動を行っていた。
　プロジェクトは一人ずつ面談形式で行われたので，該
当の子ども以外はソファーに座って待っていた。プロ
ジェクトは，教師の決めたゴールを達成するためにディ
スカッションするという。今日のテーマはフィーリング，
相互（人間）関係を育てることである。２名の保育者で
対応する。１名は記録を取り，ドキュメントにする。絵
本『I EN HELT VANLIG SKOG （普通の森で）』を読む。
個人面談の前に絵本のページをスクリーンに映し出し，
６名の子どもに見せていた。１ぺージ目を写し，そこに
描かれている内容を確認しながら，想像できることを語
らせていた。絵本の中から見えるもの，その数などを尋
ねながら，読み込んでいく。また，部屋の住人のことを
想像するように促していた。その他，どんなときに怒る
のかとも尋ねていた。このような導入場面があった後，
１ページから読んでいった。
　この後，個人面談が始まった。悲しいのは，どんな時
かと尋ねられ，殴られた時，悲しくなった時，お父さん
に怒られた時などの答えがあった。悲しい色はないかと
尋ねられ，ブルーという答えがあった。悲しい気持ちを
かくように言われ，人間の外形の絵の中で，人間の目に
涙をかいていた。他にも体の中にあるかと問われたが，
かかなかった。次に，嬉しい気持ちはどうか，どういう
ことが嬉しいか聞かれた。嬉しいのはどういう色かとも
問われ，黄色と答えた。口の中を黄色にした。また，目
の中やお腹を黄色に塗った。映画に行った時嬉しかった
と答えた。他の５名についても同様の面談が行われたが，
個人差があり，受け答えが十分にできない子どももいた。
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他の人の気持ちを考えたり，感情を表出したりする場面
が設定されていた。

5.4�　イェーブレのＢ幼稚園における観察２とインタ
ビュー

　5.3で記述した観察とは別の日に，朝の自由遊びの時
間を観察した。２～５歳児が20名くらいで４名の教師が
担当していた。庭にタスクが示されていた。ラミネート
加工されたカードが園の周りに貼り付けれていた（図４）。
内容は以下の通りで，数学が多く含まれていた。ミッショ
ン７：小さな石を１つ拾う。棒を２本つかむ。松葉を３
本拾う。さまざまな形の葉っぱを４枚拾う。モミの葉を
５本拾う。コーンを６個拾う。
　また，タスクとは別に，物置の壁にゴミの分別に関す
るカードが絵と文字で示されていた（図５）。ゴミの種
類ごとのモンスターがいて，それらが分類の基準のよう
になっていた。小さい頃からゴミの分別を指導している
ことから，子どもは一々教師に聞いて確認してから捨て
るようになるという。
　砂場では，誕生日の人がいる設定で活動が始まってい
た。30―40分が経ったところで，金曜日の活動として，
ディスコが始まった。子どもたちは音楽に合わせて踊っ
ていた。５歳児は，週一日，公園や森へ出かける。４，

５歳児の４クラス中２クラスは年少児と一緒に遊べるが，
他の２クラスは異年齢交流ができない建物の構造になっ
ており，施設の構造が悩みだという。時々交流する時間
も作るようにしているという。
　教師は子どものいる場所が変わったとき，その子ども
の移動に合わせ，位置が「真ん中」に変わったなど，位
置に関する言葉を使って表すことがあるという。この他，
言葉が分からなくても伝わるように，手話を使って，伝
えられるようしているとも話されていた。表現すること，
伝えることを大切するためである。さらに，もし……だっ
たら，何が起こる？というような質問が多く観察された。

5.5　インタビュー結果の分析
　以上のインタビュー結果を，PCKに基づいて分類し
たものが表１である。５項目のうち，KCC-Kについて
は話題とならなかったこともあり，見出すことができな
かった。したがって，KCT-C，KCT-M，KCC-P，KCS
の４項目に分類整理した。
　以上の観察及び保育者のインタビューの結果をもとに，
数学教育の立場から，以下の視点で考察する。教師・保
育者がカリキュラムに含まれる内容を含めて教える数学
をどのように捉えているか，それをどのように教授しよ
うとしているか，子どもをどのように捉えているかを取
り上げてみよう。

5.6�　スウェーデンの幼児期数学教育における教授内容
と方法

　ここでは，教師・保育者が教える数学とその教え方に
ついてどのように考えているのかを明らかにするために，
教師・保育者のKCTから分かる教授内容と方法につい
て 取 り 上 げ る。KCTは 内 容 面（KCT-C） と 方 法 面
（KCT-M）に分類できることから，両者を分けて整理
することにした。前者の内容については，「自分達が行
うすべてのことが数学に関わることや自分（教師・保育
者）にできることをさせる」という発言があった。普段
の生活の中に関連づけており，数学の有用性を捉え，大
人になってから役立つことを前提に数学学習を推奨して
いることが分かる。また，生活の中での数学に着目して
いることが分かった。特に生活との関連を考えているこ

図５　ゴミの分別について課題カード

図４　林の中のミッション
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とについては，朝の会を参観した時，出席確認として，
輪になって順番で手を挙げさせ，順序数や集合数へ意識
を向けていた。順序数や集合数を取り上げ，出席数や昨
日の出席数との違いを明らかにし，加法や減法の考え方
も取り扱っていることが分かる。また，出席カードを並
べたり，昨日の出席者の数と比較したりしていることな
どから，表やグラフの素地に当たる内容も含まれている
と解釈することができる。その他，園庭には，ミッショ
ンが示されており，指定したものを多く集めることやど
のくらい集めるか等，数量を取り扱う活動が含まれてい
た。さらに，ゴミの分別等を通して，分類整理するとい
う考え方，子どもが場所を移動した時，それを言語化す
るという表現方法，もし……だったらどうかと前提を明
らかにした上での主張する論理的な考え方などが取り上
げられていた。多くの数学的要素が含まれていることが
分かる。
　このように，教師・保育者は特に数学の時間を設けて
指導を行ったり，プレスクールの診断テストの準備をし
たりすることはなかったが，数学の重要性を認識してお
り，数学の学びが行われるように，園の環境整備を行っ
たり，発言をしたりするという工夫が見られた。特に，
数に特化した内容を扱うというよりは，数の他に，図形
や量，パターンなどの内容をバランスよく取り扱ってい
ることも分かった。シラバスの中に書かれていることが
うまく実現されている様子が伺えた。
　一方，方法面に関しては，はっきり分かること，感覚
を使って分かること，具体物を使うこと，具体化するこ
となど，分かりやすくすることに重点が置かれている。
また，抽象度の高い数学だからこそ，好奇心をもてるよ
うにすること，ハッピーになること，飽きないようにす
ることなど，子どもの興味関心を重視していることも読
み取れる。その他，１つのことに長時間を費やしたり，
繰り返し復習をしたりするなどの方策が採られているこ

とも分かる。知識のレベルが異なる一人一人への対応に
ついても触れられていた。また，言葉が分からない場合
に手話を使って，伝えるようにするというやりとりや，
コミュニケーションを重視した指導方法を扱っているこ
とも分かった。個に応じた丁寧な教授が実施されている
ことが推察できる。

5.7�　スウェーデンの幼児期数学教育におけるカリキュ
ラムへの知識

　教師・保育者のKCC-Pを基に，カリキュラムについて
の考え方を取り上げる。先に述べたように，スウェーデ
ンでは，カリキュラムは大括りにされており，プレスクー
ルでの診断テストと，３学年でのナショナルテストが一
定の基準を示している。しかしながら，幼稚園では，上
学年で必要な内容に集中して指導を行うと述べられてい
たが，診断テストにある位置の問題などは特に取り上げ
ていなかった。そのため，診断テストのための準備をす
るということは特に設定されていないことが分かる。ま
た，幼児期における数学的活動についての関心は高く，
日常にそのような活動を取り入れているように見受けら
れたが，長期間のカリキュラムを見据えて活動を設定し
ているわけではないことが読み取れる。

5.8�　スウェーデンの幼児期の数学教育における子ども
への対応

　インタビューの結果より，教師・保育者のKCSから，
子どもへの対応して以下のことが分かる。年齢に相応し
い教育を行うこと，特に，子どもに合わせることとして，
学習困難な子どもへの対応，学習に意欲的でない子ども
への対応，進んでいる子どもへの対応がある。また，言
葉が分からない子どもに分かるようにすることも考えら
れている。その他，子どものストレスを考えて対応して
いることも述べられていた。このように，子ども一人一

表１　インタビュー結果におけるPCKの分類

KCT-C KCT-M KCC-P KCS

・ 自分たちが行うすべてのこ
とに数学が含まれていると
いうことを理解できるよう
にする。

・ 普段の生活中で数学に着目
させている。

・ 子どもたちには私ができる
ことをさせたいと思っている。

・ はっきりわかること，明確
なインストラクション，詰
め込みでなく，感覚を使っ
てわかるようにしている。

・ 具体物を使って，具体化す
ることもある。

・ 好奇心をかきたてること，
分かること，ハッピーにな
ること，飽きないようにす
ること，料理にも関係させ
ることなどを工夫する。

・ １つのことに長時間を費や
したり，復習をしたりする。

・ 一人一人の知識のレベルが
異なるが，みんなが分かる
ようにしている。

・ 手話を使って，伝えられる
ようにする。

・ 上学年で必要な内容に集中
して指導する。

・ ３年生にナショナルテスト
があることから，足りない
部分を，１年を通して取り
組む（プレスクール）

・ 年齢に相応しいように教える。
・ 言葉が分からない人に分か

るようにしている。
・ 学びが困難である子，学ぶ

ことにポジティブでない
子，簡単すぎて面白くない
子もおり，子どもに合わせ
ている。

・ 真似でなく，確実に分かっ
ているかを確かめる。

・ 子どものストレスのことを
考えている。
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人への対応は多岐に亘るが，それぞれについて丁寧な対
応をしていることが分かった。
　また，スウェーデンでは，子どもを一人の人間として
見ていることが教育のねらい等からも分かるが，実際に，
教育の現場や玩具などからそれが確認できた。たとえば，
園庭の中には，日常生活で使うKIOSKやガソリンスタ
ンドなどが等身大で示されていた（図６）。大人の世界
を身近に感じさせていこうとしていることが窺える。さ
らに，玩具も実物に極めて近い形（キッチンやレジ等）
に作られており（図７，８），使えるようになっていた。
単なるおままごとにならず，現場では，ゴミの分別など，
成長して生活するために最低限必要なルールや仕組みが
幼児期から理解でき，それに慣れていけるようにしてい

た。すぐに完全にできることを求めずに，挑戦し，出合
いを大切にしていることが分かる。
　このように，子どもへの対応が小さい大人としての個
人を大切した扱い方であることが複数の事例から認めら
れた。

６．おわりに

　本研究では，スウェーデンにおける幼児期数学教育の
現状を，観察とインタビューの結果をPCKを基に分析
し明らかにした。幼児教育そのものは表面上は日本とは
大きく変わらないように見られた。しかしながら，保育
者や教師が数学を幼児期に学ぶ内容として捉え，重要視
し，様々な活動と関連づけていること，数学教育の内容
は数や計算に偏ることなく，図形や量，パターンなどの
内容をバランスよく取り入れていること，達成より出合
いを大切にしていること等が明らかになった。また，幼
児期の活動の中に数学教育の素地が多く取り入れられて
いること，将来につながる教育としての数学教育が考え
られていること，一人の人間としての子どもへ対応して
いること等，今後の我が国の幼児教育や数学教育を考え
る上での示唆が得られた。今後はさらに多くの事例を観
察し，日本との比較を行うことが課題である。

付　　記

　本稿は科学研究費（23H20699，21K18487）の助成を
受けた研究である。活動観察の場を提供いただき，イン
タビューに応じてくださったボルナスのプレスクールの
子どもたちと先生方，イェーブレの幼稚園の子どもたち
と先生方，スウェーデンの幼児教育の情報提供や活動観
察およびインタビューの通訳をしていただいたイェーブ
レ大学のYukiko Asami-Johansson様へ心より感謝する。
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